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五四三二

は
じ
め
に

争
点
と
最
高
裁
の
判
断

判
例
・
学
説
の
概
観
と
整
理

有
価
証
券
の
文
書
性

お
わ
り
に

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
と
変
造
有
価
証
券
交
付
罪

清
水
一
成
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カ
ー
ド
式
公
衆
電
話
機
に
挿
入
す
れ
ば
小
銭
が
な
く
と
も
通
話
が
で
き
る
と
い
う
利
便
性
を
歌
い
文
句
と
し
て
昭
和
五
七
年
一
二

月
に
日
本
電
信
電
話
公
社
が
発
行
を
開
始
し
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
、
同
公
社
が
民
営
化
さ
れ
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
以
下
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い
う
）
と
な
っ
た
後
も
着
実
に
普
及
し
続
け
、
現
在
で
は
我
国
の
各
種
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
中
で
最
大
の
発
行
枚
数
を

誇
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
発
行
し
た
真
正
な
五
○
度
数
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
磁
気
記
録
部
分
を
改

鼠
し
て
通
話
可
能
度
数
を
電
話
機
内
蔵
ソ
フ
ト
の
限
界
で
あ
る
一
九
九
八
度
に
書
き
換
え
た
不
正
な
カ
ー
ド
が
大
量
に
作
成
さ
れ
、

こ
れ
が
商
品
ブ
ロ
ー
カ
ー
ら
の
間
で
順
次
売
却
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
相
次
い
で
発
覚
し
た
。
さ
ら
に
ご
く
最
近
で
は
、
こ
の
よ
う

な
カ
ー
ド
を
入
手
し
た
者
が
実
際
に
電
話
機
で
使
用
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
一
連
の
事
件
に
先
立
つ
昭
和
六
二
年
に
は
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
法
律
第
五
二
号
）
に
基

づ
い
て
電
磁
的
記
録
に
か
か
わ
る
一
定
の
不
正
行
為
を
処
罰
す
る
諸
規
定
が
刑
法
典
中
に
新
設
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
の
磁
気
記
録
部
分
の
度
数
情
報
を
不
正
に
書
き
換
え
る
行
為
は
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
（
刑
法
一
六
一
条
ノ
ー
第
一
項
）
に
、

ま
た
不
正
に
情
報
を
書
き
換
え
た
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
を
電
話
機
に
用
い
る
行
為
は
不
正
作
出
電
磁
的
記
録
供
用
罪
（
刑
法
一
六
一
条

ノ
ー
一
第
三
項
）
及
び
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
（
刑
法
一
一
四
六
条
ノ
ー
）
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
越
・

と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
間
に
あ
っ
て
単
に
不
正
に
書
き
換
え
ら
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
他
人
に
売
却
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
不
正

作
出
電
磁
的
記
録
の
交
付
行
為
を
処
罰
す
る
規
定
が
置
か
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
少
な
く
と
も
新
設
規
定
の
関
係
か
ら
は
処
罰
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
行
為
者
は
売
却
の
際
に
そ
れ
が
改
鼠
さ
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
相
手
方
に
明
か
し
て
い

た
の
で
、
詐
欺
罪
を
適
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
、
明
ら
か
に
当
罰
性
が
あ
る
と
恩
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

は
じ
め
に
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ず
、
か
な
り
多
く
の
娩
歸
１
者
に
つ
い
て
不
起
訴
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
お
そ
ら
く
は
以
上
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
検
察
官
は

「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
有
価
証
券
で
あ
る
」
と
解
し
た
う
え
で
、
そ
の
度
数
情
鞠
お
改
鼠
行
為
は
有
価
証
券
の
「
変
造
」
に
あ
た
り
、

改
鼠
さ
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
電
話
機
で
使
用
す
る
行
為
は
変
造
有
価
証
券
の
「
行
使
」
に
あ
た
る
と
し
て
、
改
鼠
さ
れ
た
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
の
売
却
を
行
っ
た
者
を
変
造
有
価
証
券
一
黛
付
罪
（
刑
法
一
六
三
条
一
項
）
で
起
訴
し
た
の
で
あ
麺
。

地
裁
段
階
で
は
、
若
干
の
無
罪
判
漢
も
出
さ
れ
た
も
の
の
、
同
罪
の
成
立
を
認
め
る
有
罪
判
》
決
が
む
し
ろ
汗
薊
皐
哩
藷
数
を
占
い
輝
。

し
か
も
そ
の
後
の
い
く
つ
か
里
厘
熱
判
例
は
い
ず
れ
も
有
罪
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
最
高
裁
も
つ
い
先
頃
に
至
っ
て
有
罪
を
支
持

す
る
決
定
を
下
し
煙
の
で
、
実
務
に
お
い
て
は
も
は
や
一
応
の
決
着
が
つ
い
た
と
い
う
感
は
否
め
な
い
。
し
か
し
右
最
高
裁
決
定
以

前
に
存
在
し
て
い
た
有
罪
判
眼
例
の
い
く
つ
か
は
、
そ
の
結
論
に
至
る
過
程
に
お
い
て
必
ず
し
も
最
高
裁
と
同
様
の
論
理
を
採
っ
て
い

た
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
す
で
に
相
当
数
に
の
ぼ
る
学
説
が
公
表
さ
れ
て
い
葎
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
も
、

結
論
の
点
で
は
有
罪
と
し
つ
つ
も
最
高
裁
の
採
用
し
た
論
理
に
は
明
ら
か
に
反
対
し
て
い
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
変
造
有
価
証
券
行
使
罪
の
成
立
を
否
定
す
る
見
解
も
依
然
と
し
て
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
の
問
題
に
す
で
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
た
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
一
通
り
判
例
が
出
揃
っ

た
今
、
あ
ら
た
め
て
従
来
の
議
論
を
整
理
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
最
高
裁
決
定
の
是
非
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
の

が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

注（
１
）
中
山
研
一
・
神
山
敏
雄
編
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
等
に
関
す
る
刑
法
一
部
改
正
（
注
釈
）
（
改
訂
増
補
版
）
』
二
九
八
九
年
）
八
一
頁
、

一
二
九
頁
、
米
澤
慶
治
編
『
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
』
（
’
九
八
八
年
）
七
七
頁
以
下
、
’
二
四
頁
、
山
口
厚
「
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
と
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（
３
）
小
島
吉
晴
「
変
造
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
の
動
向
－
そ
の
２
」
研
修
五
○
七
号
（
一
九
九
○
年
）
二
八
頁
に
よ
る
と
、

●

平
成
二
年
七
月
末
ま
で
の
第
一
審
の
判
決
の
概
況
は
、
有
罪
判
決
合
計
一
一
一
件
（
う
ち
確
定
一
五
件
、
弁
謹
人
控
訴
六
件
）
、
無
罪
判
決
合

計
三
件
（
い
ず
れ
も
検
察
官
控
解
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
最
三
決
平
成
三
年
四
月
五
日
刑
築
四
五
巻
四
号
一
七
一
頁
。

（
５
）
す
で
に
前
注
（
１
）
で
引
用
し
た
山
口
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
一
号
五
二
頁
以
下
、
宮
澤
Ⅱ
平
良
木
Ⅱ
島
岡
・
判
例
時
報
一
三
四
三
号
一
六

四
頁
以
下
（
な
お
、
同
論
文
の
（
中
）
は
判
例
時
報
一
一
一
一
四
六
号
一
六
四
頁
以
下
に
、
（
下
）
は
判
例
時
報
一
三
四
九
号
一
六
四
頁
以
下
に

掲
戦
さ
れ
て
い
る
）
、
前
注
（
３
）
で
引
用
し
た
小
島
・
研
修
五
○
七
号
二
八
頁
以
下
の
他
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
古
田
佑

紀
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
磁
気
部
分
の
度
数
憤
報
を
改
鼠
す
る
行
為
と
有
価
証
券
の
変
造
」
研
修
四
九
五
号
二
九
八
九
年
）
四
一
頁
以
下
、

山
口
厚
「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
実
態
と
法
的
問
題
点
」
法
学
教
室
一
一
一
号
（
一
九
八
九
年
）
六
頁
以
下
、
岩
村
修
二
「
変
造
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
例
の
動
向
」
研
修
四
九
九
号
二
九
九
○
年
）
四
八
頁
以
下
、
大
谷
實
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
改
ざ
ん
と
有

有
価
歴
券
変
造
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
一
号
二
九
九
○
年
）
五
二
頁
、
宮
澤
浩
一
Ⅱ
平
良
木
登
規
男
Ⅱ
島
岡
ま
な
「
改
変
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド

と
変
造
有
価
証
券
交
付
罪
の
成
否
（
上
）
判
例
時
報
一
三
四
三
号
（
一
九
九
一
年
）
’
六
四
頁
な
ど
を
参
照
。

な
お
、
第
百
八
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
四
号
九
頁
に
は
、
残
度
数
を
虚
偽
の
も
の
に
改
変
し
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
電
話
機

の
差
し
込
み
口
に
挿
入
す
る
行
為
は
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
に
該
当
す
る
と
い
う
米
澤
慶
治
法
務
大
臣
官
房
参
事
官
の
説
明
が
あ
る
。

（
２
）
こ
れ
と
の
関
係
で
、
度
数
憤
報
の
改
函
行
為
は
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
よ
り
法
定
刑
の
重
い
有
価
証
券
変
造
罪
（
刑
法
一
六
二
条
一
項
）

で
、
改
鼠
さ
れ
た
カ
ー
ド
の
電
話
機
で
の
使
用
行
為
は
や
は
り
不
正
作
出
電
磁
的
記
録
供
用
罪
あ
る
い
は
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
よ
り
も

法
定
刑
の
重
い
変
造
有
価
証
券
行
使
罪
（
刑
法
一
六
三
条
一
項
）
で
そ
れ
ぞ
れ
起
訴
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
裁
判
例
は
、
ま
だ
出

て
い
な
い
。
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価
証
券
偽
造
の
罪
」
研
修
四
九
九
号
（
一
九
九
○
年
）
二
○
頁
以
下
、
三
浦
正
充
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
改
ざ
ん
行
為
を
め
ぐ
る
問
題
点
」

捜
査
研
究
四
五
七
号
（
一
九
九
○
年
）
一
九
頁
以
下
、
川
端
博
「
変
造
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
と
変
造
有
価
証
券
交
付
罪
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
二

二
号
（
一
九
九
○
年
）
一
一
五
頁
、
前
田
雅
英
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
と
変
造
有
価
証
券
交
付
罪
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
二
三
号
（
’
九
九
○
年
）

八
二
頁
以
下
（
同
論
文
は
『
刑
法
演
習
講
座
』
（
’
九
九
一
年
）
四
二
一
頁
以
下
に
所
収
さ
れ
て
い
る
）
、
浅
田
和
茂
「
変
造
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
と
刑
法
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
「
法
学
入
門
」
二
九
九
○
年
）
四
二
頁
以
下
、
曽
根
威
彦
「
変
造
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
交
付
と
変
造
有

価
旺
券
交
付
罪
の
成
否
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
三
五
号
（
一
九
九
一
年
）
二
七
頁
、
角
田
正
妃
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
磁
気
部
分
の
度
数
悩

報
を
改
変
す
る
行
為
と
有
価
証
券
の
変
造
－
東
京
高
裁
平
成
二
年
六
月
二
五
日
判
決
ｌ
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
一
号
（
’
九
九
一
年
）
五

七
頁
以
下
、
同
「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
有
価
証
券
性
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
変
造
事
件
に
関
す
る
判
例
を
め
ぐ
っ
て
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
四
六
九
号

（
一
九
九
一
年
）
二
八
頁
以
下
、
同
「
変
造
有
価
証
券
行
使
の
既
遂
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
研
修
五
一
四
号
（
一
九
九
一
年
）
二

九
頁
以
下
、
山
中
敬
一
「
変
造
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
と
変
造
有
価
証
券
交
付
罪
の
既
遂
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
三
八
号
（
一
九
九
一
年
）
一
三
一

頁
、
同
。
「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
関
連
犯
罪
」
法
学
教
室
一
三
二
号
（
’
九
九
一
年
）
二
八
頁
以
下
。

な
お
、
特
に
最
高
裁
決
定
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
岩
橋
義
明
「
改
ざ
ん
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
と
有
価
狂
券
変
造
罪
等
の
成
否
１
段
高
裁
第

三
小
法
廷
平
成
三
年
四
月
五
日
決
定
ｌ
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
（
一
九
九
一
年
）
五
二
頁
以
下
、
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
有
価
証
券
性
と
最
高
裁

判
例
」
金
融
法
務
事
惰
一
二
八
五
号
（
一
九
九
一
年
）
三
八
頁
、
山
中
敬
一
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
不
正
使
用
と
有
価
証
券
変
造
罪
・
変
造

有
価
証
券
交
付
罪
の
成
否
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
四
二
号
（
一
九
九
一
年
）
一
二
三
頁
、
平
川
宗
信
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
有
価
証
券
か
」
法

学
教
室
一
三
一
一
一
号
（
一
九
九
一
年
）
’
一
二
頁
、
前
田
雅
英
「
変
造
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
上
告
審
決
定
」
判
例
評
論
三
九
五
号
（
一
九
九
二
年
）

六
二
頁
、
林
幹
人
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
と
有
価
証
券
変
造
」
法
学
教
室
一
三
八
号
別
冊
判
例
セ
レ
ク
ト
皿
（
’
九
九
二
年
）
三
七
頁
が
あ

る
◎
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（
二
）
最
高
裁
決
定
の
判
断

平
成
三
年
四
月
五
日
に
第
三
小
法
廷
が
下
し
た
決
定
は
、
以
上
の
争
点
の
す
べ
て
に
肯
定
的
判
断
を
示
し
て
変
造
有
価
証
券
交
付

罪
の
成
立
を
認
め
た
。
各
争
点
に
つ
い
て
の
最
高
裁
の
判
断
を
示
す
と
、
ま
ず
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
磁
気

情
報
部
分
並
び
に
そ
の
券
面
上
の
記
載
及
び
外
観
を
一
体
と
し
て
見
れ
ば
、
電
話
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
財
産
上
の
権
利
が
そ
の

（
ご
争
点

こ
の
問
題
に
関
す
る
下
級
審
の
判
例
は
公
刊
物
に
搭
載
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
一
○
件
を
越
え
て
お
り
（
平
成
三
年
九
月
現
在
）
、

そ
れ
以
外
の
も
の
も
合
わ
せ
る
と
す
で
に
か
な
り
の
数
に
達
し
て
い
窪
。
こ
れ
ら
の
う
ち
無
罪
の
言
い
渡
し
が
あ
っ
た
の
は
衷
尿
地

（
刑
事
一
一
部
）
判
平
成
元
年
九
月
一
一
八
日
判
例
時
報
一
一
一
一
一
一
五
号
一
五
八
頁
、
千
葉
地
（
刑
事
三
部
）
判
平
成
元
年
一
一
月
一
一
日

判
例
時
報
一
一
一
一
三
二
号
一
五
○
頁
、
千
葉
地
（
刑
事
三
部
）
判
平
成
二
年
二
月
二
一
一
日
判
例
集
未
搭
載
の
一
一
一
例
の
み
で
、
そ
の
他
の

地
裁
お
よ
び
高
裁
の
判
決
は
す
べ
て
変
造
有
価
証
券
交
付
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
文
献
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
で
争
点
と
な
っ
た
の
は
変
造
有
価
証
券
行
使
罪
の
構
成
室
毎
濯
め
ぐ
る
次
の
三
つ
の
問
題
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
①
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
は
「
有
価
証
券
」
と
い
え
る
か
、
②
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
度
数
情
報
の
改
鼠
は
「
変
造
」
と

い
え
る
か
、
③
改
霞
さ
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
電
話
機
で
使
用
す
る
行
為
は
「
行
使
ノ
目
的
」
の
「
行
使
」
と
い
え
る
か
、
で
あ

る
。

二
争
点
と
最
高
裁
の
判
断
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証
券
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
こ
れ
を
カ
ー
ド
式
公
衆
電
話
機
に
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
使
用
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
直
辿
灘
券
に
当
た
る
。
…
…
従
萢
釆
、
有
価
証
券
が
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
は
、
一
般
に

文
書
の
形
態
の
も
の
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
文
書
で
な
い
も
の
は
有
価
証
券
に
当
た
ら
な
い
と
解
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
〔
昭
和
六
二
年
の
刑
法
一
部
〕
改
正
の
経
過
か
ら
、
電
磁
的
記
録
を
含
む
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
の
よ
う
な
も

の
は
有
価
証
券
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
、
次
に
変
造
性
に
つ
い
て
は
「
有
価
証
券
の
変
造
と

は
、
真
正
に
作
成
さ
れ
た
有
価
証
券
に
権
限
な
く
変
更
を
加
え
る
こ
と
を
い
う
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
を
有
価
証

券
と
解
す
る
以
上
、
そ
の
磁
気
情
鞠
辮
節
分
に
記
録
さ
れ
た
通
一
重
則
能
度
数
を
権
限
な
く
改
ざ
ん
す
る
行
為
は
こ
れ
に
あ
た
る
」
、
最

後
に
行
使
の
点
に
つ
い
て
は
「
偽
造
等
を
し
た
有
価
証
券
の
行
使
と
は
、
そ
の
用
法
に
従
っ
て
真
正
な
も
の
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

を
い
う
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
変
造
さ
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
式
公
衆
電
話
機
に
挿
入
し
て
使
用
す
る
行
為
は
、
変
造
さ
れ

た
有
価
証
券
の
行
使
に
当
た
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
決
定
に
は
二
名
の
裁
判
官
の
補
足
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
壺
琶
曰
は
、
法
廷
意
見
の
立
場
に
よ
る
と
券
面
上
の
記
載
及
び
外
観
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
が
全
く
分
か
ら
な
い
い

わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ド
を
有
価
証
券
変
造
罪
等
と
し
て
処
罰
で
き
ず
処
罰
の
均
衡
性
が
失
わ
れ
る
結
果
と
な
る
の
で
、
電
磁
的
記

録
を
含
む
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
関
係
規
定
の
蛭
唆
口
的
な
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
最
高
裁
の
判
貯
蔵
す
で
に
下
級
審
の
大
半
が
採
っ
て
い
た
見
解
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
特
に
新
味
が
あ

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
回
極
の
事
案
の
処
理
が
ほ
ぼ
同
じ
方
向
で
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る

な
ら
、
そ
の
意
義
は
重
大
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
最
高
裁
の
採
用
し
た
論
理
が
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
際
に
は
、
と
り
わ
け
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
よ
う
な
新
し
い
雇
莉
蝉
聯
体
」
に
関
す
る
不
正
←
灯
為
を
有
価
証
券
犯
罪
の
枠
で
と
ら

え
る
こ
と
の
是
非
が
問
題
と
な
ろ
う
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
争
点
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
て
き
た
判
例
お
よ
び
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（
ご
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
有
価
証
券
性
を
め
ぐ
る
議
論

一
刑
法
一
六
二
条
（
有
価
証
券
偽
変
造
罪
）
は
「
公
債
証
書
、
官
府
ノ
証
券
、
会
社
ノ
株
券
」
を
有
価
証
券
の
例
と
し
て
挙
げ

る
の
み
で
、
有
価
証
券
の
意
義
に
つ
い
て
は
何
も
規
定
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
有
価
証
券
と
は
何
か
、
ま
た
こ
れ
ら
以
外
に
ど
の

よ
う
な
も
の
が
有
価
証
券
と
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
専
ら
解
釈
に
委
ね
ら
れ
た
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
有
価
証
券
と
は

「
証
券
上
二
表
示
セ
ラ
レ
タ
ル
権
利
ノ
行
使
ニ
其
証
券
ノ
占
有
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
汎
稀
麺
」
あ
る
い
は
「
財
産
上
の
権
利
が
証

券
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
表
示
さ
れ
た
権
利
の
行
使
に
つ
き
そ
の
証
券
の
占
有
を
必
要
と
す
る
も
の
」
を
い
宛
と
す
る
判
例
の
定
義
は

学
説
に
お
い
て
も
す
で
に
一
般
的
な
理
解
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
厄
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
定
義
に
基
づ
い
て
各
種
手
形
や

小
切
手
は
も
と
よ
り
本
来
流
通
性
の
予
定
さ
れ
て
い
な
い
鉄
道
乗
車
券
、
定
期
乗
車
券
、
宝
く
じ
、
競
輪
の
車
券
、
競
馬
の
勝
馬
投

学
説
の
対
応
を
概
観
し
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
の
本
質
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

注

（
６
）

三
判
例
・
学
説
の
概
観
と
整
理

平
成
二
年
三
月
ま
で
の
地
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
宮
澤
Ⅱ
平
良
木
Ⅱ
島
岡
・
判
例
時
報
一
三
四
三
号
一
六
四
頁
以
下
に
詳
細
な
リ
ス
ト
が

あ
る
。
そ
の
後
い
く
つ
か
の
高
裁
判
決
が
下
さ
れ
公
刊
物
に
搭
戦
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
東
京
高
（
刑

事
一
一
部
）
判
平
成
二
年
六
月
二
五
日
判
例
時
報
一
一
一
一
六
四
号
一
四
八
頁
、
東
京
高
（
刑
事
四
部
）
判
平
成
二
年
七
月
五
日
判
例
時
報
一
一
一
一

六
四
号
一
四
八
頁
、
東
京
高
（
刑
事
二
部
）
判
平
成
二
年
七
月
二
四
日
判
例
時
報
一
三
六
四
号
一
四
八
頁
、
東
京
高
（
刑
事
一
部
）
判
平
成

二
年
一
一
月
二
八
日
判
例
時
報
一
三
七
二
号
一
五
一
頁
。
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票
券
な
ど
に
も
有
価
証
券
性
を
認
め
て
き
た
判
例
の
結
論
に
つ
い
て
も
、
学
説
は
ほ
ぼ
そ
れ
ら
を
承
認
し
、
こ
れ
ま
で
に
と
り
た
て

て
大
き
な
疑
義
が
生
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
麺
・

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
に
つ
い
て
有
価
証
券
性
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
設
置
し
た
カ
ー
ド
式
公
衆
電
話
機
の
通
話
料
金
を
支
払
う
た
め
の
一
方
法
と
し
て
同
社
が
発
行
し
て
い

る
名
刺
大
の
カ
ー
ド
で
、
表
面
に
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
」
と
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
の
文
字
（
後
者
は
な
い
こ
と
も
あ
る
）
、
そ
の
カ
ー
ド
の

発
行
時
の
最
大
度
数
、
お
よ
そ
の
残
度
数
を
パ
ン
チ
穴
で
示
す
た
め
の
度
数
カ
ウ
ン
タ
ー
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
電
話
機
に

挿
入
す
る
と
通
話
が
可
能
と
な
る
が
、
そ
の
仕
組
み
は
、
カ
ー
ド
裏
面
に
塗
布
さ
れ
た
磁
性
層
に
発
行
の
正
当
性
を
示
す
「
発
行
情

報
」
と
「
利
用
可
能
度
数
」
が
磁
気
情
報
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
読
み
取
り
装
置
が
読
み
取
っ
て
、
利
用
可
能
度
数
を

電
話
機
の
三
桁
の
表
示
装
置
で
示
す
と
と
も
に
機
械
を
作
動
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
な
お
、
こ
の
時
点
で
利
用
可
能
度
数
の

情
報
は
一
旦
カ
ー
ド
上
か
ら
消
去
さ
れ
、
通
話
終
了
時
に
残
度
数
が
改
め
て
印
磁
さ
れ
て
利
用
者
の
手
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
。

つ
ま
り
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
「
可
視
性
・
可
読
性
を
持
つ
表
面
の
記
載
部
分
（
文
書
）
」
と
「
可
視
性
・
可
読
性
を
持
た
な
い
裏

面
の
電
磁
的
記
録
部
分
（
非
文
書
）
」
と
か
ら
織
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド

を
前
述
の
有
価
証
券
の
定
義
に
照
ら
し
た
場
合
、
最
も
問
題
と
な
る
の
は
「
財
産
上
の
権
利
が
証
券
に
表
示
さ
れ
て
い
る
」
と
い
え

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来
は
有
価
証
券
と
は
文
書
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
理
解
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

「
権
利
が
証
券
に
表
示
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
可
視
的
・
可
読
的
な
形
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
然

の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
が
有
価
証
券
と
し
て
き
た
種
々
の
も
の
は
、
い
ず
れ

も
権
利
の
内
容
が
文
字
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
明
ら
か
に
文
書
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
の
で
と
り
た
て
て
問
題
が
生
じ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
場
合
に
は
、
カ
ー
ド
式
電
話
機
を
利
用
で
き
る
と
い
う
権
利
は
磁
気
惰
鞘
報
化
さ
れ
可
視
性
・
可
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読
性
を
失
っ
た
非
文
書
の
形
で
カ
ー
型
墨
画
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
よ
う
な
も
の
を
も
有
価
証
券
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

有
価
証
券
は
文
書
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
暗
黙
の
了
解
事
項
を
放
棄
す
る
か
、
あ
る
い
は
有
価
証
券
が
文
書
の
一
種
で
あ
る

こ
と
は
維
持
し
つ
つ
伝
統
的
な
文
寳
概
念
を
一
定
限
度
で
修
正
し
て
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
よ
う
な
電
磁
的
記
録
と
一
体
と
な
っ
た

も
の
に
も
文
馨
再
性
を
認
め
る
か
の
い
ず
れ
か
を
と
る
他
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
②
場
合
、
カ
ー
ド
表
面
に
は
文
字
に
よ
る
一
定
の
記
載
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
を
見
れ
ば
そ

れ
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
発
行
畳
零
人
と
す
る
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
で
あ
り
電
》
誼
利
用
権
を
皿
伸
体
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
応
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
文
書
部
分
の
み
に
つ
い
て
有
価
証
券
性
を
肯
定
す
る
こ
と
は
論
理
的
に
は
可
能
な
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
け
れ
ど
も
、
券
面
に
記
載
さ
れ
た
利
用
可
能
度
数
は
カ
ー
ド
発
行
時
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
現
在
そ
の
カ
ー
ド
に
ど
れ
だ
け
の
利

用
価
値
が
あ
る
か
と
い
う
具
伜
的
な
権
知
丙
容
を
必
ず
し
も
表
し
て
は
い
な
い
（
パ
ン
チ
穴
に
よ
る
度
数
カ
ウ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
は
お
よ
そ
の
残
度
数
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
同
》
様
の
こ
と
が
い
え
る
）
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
立
論
に
は
か

な
り
の
困
難
が
伴
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
仮
に
券
面
の
記
》
黙
節
分
に
つ
い
て
有
価
証
券
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
だ
け
を
も
っ
て
し
て
は
、
本
件
の
よ
う
に
記
載
部
分
に
は
何
ら
の
変
更
も
加
え
ず
専
ら
臺
回
の
電
磁
的
記
録
部
分
を
改
鼠
し
た

に
す
ぎ
な
い
塲
苔
に
「
有
価
証
券
を
一
窯
造
し
た
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
も
し
こ
の
よ
う
な
行
為
を
有
価
証
券
の
変

造
と
し
て
処
罰
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
電
磁
的
記
録
部
分
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
有
価
証
券
性
が
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
の
有
価
証
券
性
の
問
題
と
は
、
よ
り
正
確
に
い
う
な
ら
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
電
磁
的

記
録
部
分
の
有
価
証
券
性
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
の
電
磁
的
記
録
部
分
が
有
価
証
券
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
立
場
と
肯
定

す
る
立
場
と
が
対
立
し
て
い
る
。
し
か
し
後
者
は
さ
ら
に
二
つ
の
立
場
に
分
か
れ
る
の
で
、
結
局
三
つ
の
見
解
が
存
在
し
て
い
る
の
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（
ａ
）
ま
ず
否
定
説
は
、
有
価
証
券
偽
造
罪
は
文
書
偽
造
罪
の
特
別
規
定
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
基
づ
い
て
、
有
価
証
券
と
は

あ
く
ま
で
文
書
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
に
立
つ
。
そ
し
て
文
書
と
い
え
る
た
め
に
は
直
接
的
な
可
視
性
・
可
読
性
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
場
合
に
は
具
体
的
な
権
利
内
容
が
電
磁
的
記
録
化
さ
れ
て
そ
の
よ
う
な
性
質
を
失
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
到
底
こ
れ
を
有
価
証
券
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
の
で
あ
麺
・
先
に
紹
介
し
た
三
件
の

無
罪
判
例
の
一
つ
で
あ
る
千
葉
地
判
平
成
元
年
一
月
一
一
日
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
蕊
が
、
同
判
決
は
さ
ら
に
電
磁

的
記
録
概
念
と
文
書
概
念
と
の
関
係
に
も
触
れ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
迦
ハ
ー
一
年
の
刑
法
の
蔀
改
正
に
よ
っ

て
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
の
定
義
規
定
（
刑
法
七
条
ノ
ー
）
が
新
た
に
置
か
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
文
書
概
念
と
電
磁
的
記

録
と
は
裁
然
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
、
と
。
も
し
文
書
が
有
価
証
券
の
上
位
概
念
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
ち
、
こ
の
よ

う
に
考
え
る
な
ら
、
後
に
見
る
よ
う
に
文
書
概
念
を
あ
る
程
度
緩
や
か
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
磁
的
記
録
を
含
む
有
価
証
券
と

い
う
概
念
を
認
め
よ
う
と
す
る
思
考
は
、
論
理
的
に
も
と
り
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
ｂ
）
以
上
に
対
し
て
、
す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
有
価
証
券
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
有
価
証
券

に
文
書
性
を
要
求
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
文
書
概
念
を
一
定
限
度
で
修
正
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

端
的
に
有
価
証
券
は
文
書
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
従
っ
て
可
視
性
・
可
読
性
も
要
件
で
は
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
次
の
よ
う

に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
昭
和
六
二
年
の
刑
法
一
部
改
正
に
よ
っ
て
文
書
と
電
磁
的
記
録
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
は
文
書
偽
造
罪
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
妥
当
す
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
当
然
に
有
価
証
券
概
念
か
ら
電
磁
的
記

録
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
有
価
証
券
偽
造
罪
に
つ
い
て
文
書
偽
造
罪
に
お
け
る
よ
う
な
手
当
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
電
磁
的
記
録
に
有
価
証
券
性
を
認
め
る
か
ど
う
か
は
な
お
解
釈
に
委
ね
ら
れ
た
問
題
だ
と
考
え
る
べ

が
現
状
で
あ
る
。
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き
で
あ
る
。
確
か
に
従
来
、
有
価
証
券
は
文
書
の
一
形
態
で
あ
る
と
す
る
の
が
一
般
的
な
理
解
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で

文
書
形
態
の
も
の
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
上
の
理
由
に
よ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
技
術
の
進
歩
に
伴
い
こ
れ
ま

で
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
中
で
文
書
で
は
な
い
形
態
で
財
産
権
を
化
体
す
る
も
の
が
現
れ
れ
ば
、
こ

れ
に
有
価
証
券
性
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
判
例
の
定
義
も
権
利
の
化
体
性
を
有
価
証
券
の
重
要
な
要
素
と
し
て
い
る
し
、
ま

た
刑
法
一
六
二
条
の
文
言
が
有
価
証
券
の
形
態
に
つ
い
て
特
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は
こ
の
こ
と
を
裏
か
ら
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

「
し
た
が
っ
て
、
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
文
書
偽
造
罪
に
お
け
る
可
視
性
、
可
読
性
を
中
心
と
す
る
文
書
性
の
問
題
と
は
別
途
に
、

権
利
の
化
体
性
の
有
無
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
る
べ
範
」
で
あ
る
。

以
上
の
見
解
は
、
有
価
証
券
偽
造
罪
は
文
書
偽
造
罪
の
特
別
規
定
で
は
な
い
と
い
う
理
解
を
前
提
と
し
た
上
で
、
一
方
で
は
直
接

的
な
可
視
性
。
可
読
性
を
必
要
と
す
る
従
来
の
伝
統
的
な
文
書
概
念
を
維
持
し
な
が
ら
、
他
方
で
そ
れ
と
は
全
く
別
個
に
存
在
し
単

に
権
利
の
化
体
性
の
み
を
要
件
と
す
る
有
価
証
券
概
念
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
が
妥
当
か
ど
う
か
は
と
も
か
く

と
し
て
、
も
し
こ
れ
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
電
話
利
用
権
の
具
体
的
な
内
容
が
化
体
し
て
い
る
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
電
磁
的
記
録

部
分
そ
れ
自
体
が
有
価
証
券
性
を
有
す
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
こ
の
よ
う
な
論
理
に
従
え
ば
、

通
話
を
可
能
に
す
る
電
磁
的
情
報
は
印
磁
さ
れ
て
い
る
が
外
見
的
に
は
明
ら
か
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
で
は
な
い
よ
う
な
「
ホ
ワ
イ
ト

カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
は
「
金
庫
を
開
け
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
鍵
」
に
つ
い
て
さ
え
権
利
化
体
性
を
満
た
す
以
上
有
価

証
券
だ
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
な
る
乘
・
こ
の
よ
う
な
極
端
な
結
論
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
か
、
以
上
の
論
理
に
よ
っ
て
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
有
価
証
券
性
を
肯
定
し
た
判
例
は
現
状
で
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
Ｃ
）
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
の
電
磁
的
記
録
部
分
に
有
価
証
券
性
を
認
め
る
論
理
と
し
て
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
主
張
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
夏
夙
地
（
刑
事
三
部
）
判
平
成
元
年
一
○
月
三
○
日
判
例
時
報
一
五
○
頁
（
’
五
六
頁
以
下
）
が
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「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
…
…
カ
ー
ド
に
よ
り
行
使
し
得
る
権
利
が
当
初
よ
り
可
変
性
を
有
す
る
点
に
、
従
来
の
有
価
証
券
と
は
異
な

る
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
た
る
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
際
立
っ
た
特
色
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
の
権
利

表
示
性
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
券
面
表
示
の
み
を
論
ず
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
磁
気
記
録
部
分
に
印
磁
さ
れ
た
残

度
数
を
も
考
慮
の
対
象
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
の
残
度
数
は
…
…
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
電
話
機
に
挿
入
す
れ
ば
直
ち
に
庶
霧
労
ウ
ン

タ
ー
に
赤
色
表
示
さ
れ
、
容
易
に
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
か
ら
、
こ
の
残
度
数
に
つ
い
て
も
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
と
評
』
伽
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
、
そ
の
券
面
上
の
記
載
と
磁
気
謙
電
露
騨
分
の
惜
鋭
芝
が
あ
い
ま
っ

て
一
定
の
権
莉
を
表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
よ
う
に
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
券
面
の
記
載
部
分
と
裏

面
の
電
磁
的
記
録
部
分
と
が
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
有
価
証
券
を
》
鱈
成
し
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
、
そ

の
一
部
で
あ
る
電
磁
的
記
録
部
分
に
も
有
価
証
塞
駐
」
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
細
部
に
お
い
て
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
判
例
は
こ
の
よ
う
な
論
理
を
採
用
し
て
お
り
、
学
説
に
お
い
て
も
冬
謡
お
者
が
賛
意
を
示
し
て

い
麺
・
最
高
裁
も
こ
の
立
場
を
採
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
見
解
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
有
価
証
券
と
い
え
る
た
め
に
は
少
な
く
と
も
そ
の
外
観
に
お
い
て
文
書
の
形
態
を

有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
作
學
磐
道
議
人
及
び
そ
こ
に
化
体
さ
れ
て
い
る
権
莉
め
内
容
が
一

覧
し
て
認
識
さ
れ
う
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
麺
・
こ
の
点
で
、
単
に
権
利
の
化
体
性
が
あ
れ
ば
足

り
る
と
す
る
前
述
の
見
解
と
は
異
な
っ
て
、
一
応
の
文
藝
樗
性
が
要
求
さ
れ
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
は
有
価
証
券
概
念
か

ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
要
求
さ
れ
て
い
る
文
書
性
は
、
否
定
説
が
主
張
す
る
よ
う
な
伝
』
樺
飼
な
意
味
で
の
文

書
概
念
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
権
利
の
表
示
に
つ
い
て
、
菱
回
の
記
載
部
分

を
補
う
も
の
と
し
て
の
電
磁
的
記
録
部
分
に
印
磁
さ
れ
た
残
度
数
は
電
話
機
の
度
数
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
可
読
性
と
な
る
か
ら
こ
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（
二
）
恋
歪
嬉
概
念
を
め
ぐ
る
》
議
論

一
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
の
電
磁
的
記
録
部
分
に
印
磁
さ
れ
た
度
数
情
報
を
改
鼠
す
る
行
為
が
有
価
証
券
の
「
変
造
」
に
あ
た
る
か

に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
、
有
価
証
券
の
変
造
と
は
有
価
証
券
が
文
書
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

峯
義
人
が
真
正
に
作
成
し
た
有
価
証
券
に
無
権
限
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
を
い
う
と
さ
れ
、
そ
の
変
更
は
一
般
人
を
し
て
そ
れ
が
真

正
な
有
価
証
券
だ
と
誤
信
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理
解
さ
れ
て
き
麺
。
こ
の
よ
う
に
人
の
判
蘇
》
作
用
を
誤
ら

せ
る
可
能
性
を
変
造
概
念
に
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
塲
苔
、
た
と
え
ば
券
面
に
記
載
さ
れ
た
麻
蕊
》
表
示
を
別

の
数
字
に
書
き
換
え
る
な
ど
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
の
外
観
に
何
ら
か
の
変
更
を
加
え
る
行
為
が
変
造
に
あ
た
る
の
は
当
然
だ
と
し
て
も
、

本
件
の
よ
う
に
、
外
観
に
は
一
切
手
を
加
え
ず
た
だ
電
磁
的
記
録
部
分
に
印
磁
さ
れ
た
度
数
情
報
を
書
き
換
え
た
だ
け
２
灯
為
に
つ

い
て
は
、
変
造
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
が
生
ず
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
有
価
証
券
の
変
造
と
い
え
る
た
め
に

は
何
ら
か
の
外
観
変
更
が
伴
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

れ
に
つ
い
て
も
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
と
説
明
す
る
こ
と
は
、
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て
も
間
接
的
に
可
読
性
を
持
つ
な
ら
ば
文
書
足

り
う
る
と
す
る
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
こ
の
限
り
で
修
正
さ
れ
た
一
条
貴
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る

か
ら
で
あ
る
。
最
高
裁
決
定
が
「
文
書
で
な
い
も
の
は
有
価
証
券
に
当
た
ら
な
い
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
の
は
、

直
接
的
可
読
性
を
必
要
と
す
る
厳
格
な
文
書
概
念
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
、
間
接
的
可
読
性
ま
で
を
不
要
と
す
る
趣
旨
で
は
な
か

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
先
に
（
ｂ
）
で
述
べ
た
肯
定
説
と
同
様
に
、
文
書
偽
造
罪
は
有
価
証
券
偽
造
罪
の
上
位
概
念
で
は

な
く
、
ま
た
直
接
的
可
視
性
・
可
読
性
を
有
す
る
文
書
と
そ
う
で
は
な
い
電
磁
的
記
録
と
を
区
別
し
た
昭
和
六
二
年
の
刑
法
一
部
改

正
の
趣
旨
は
有
価
証
券
偽
造
罪
に
は
及
ば
な
い
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
も
の
と
い
え
よ
｛
兆
・
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こ
こ
の
問
題
は
、
す
で
に
見
た
有
価
証
券
性
の
理
解
の
仕
方
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
電
磁
的
記
録
部
分

は
直
接
的
な
可
視
性
・
可
読
性
を
欠
く
か
ら
文
書
と
は
い
え
ず
従
っ
て
有
価
証
券
性
も
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
否
定
説
に
よ
れ
ば
、

電
磁
的
記
録
の
改
鼠
を
有
価
証
券
の
変
造
と
す
る
余
地
は
お
よ
そ
あ
り
え
な
い
。
こ
の
立
場
か
ら
は
、
有
価
証
券
の
変
造
と
は
直
接

可
読
的
な
部
分
で
の
変
更
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
外
観
の
変
更
は
不
可
欠
な
要
素
だ
と
す
る
こ
と
に
な
麺
・
他
方
、

有
価
証
券
は
直
接
的
な
可
視
性
・
可
読
性
を
持
つ
文
書
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
放
棄
し
、
権
利
が
化
体
さ
れ
て
い
る
以
上
は

そ
の
形
態
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
有
価
証
券
で
あ
る
と
し
て
電
磁
的
記
録
部
分
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
有
価
証
券
性
を
認
め
る
見
解
に

立
て
ば
、
電
磁
的
記
録
に
無
権
限
に
変
更
を
加
え
る
行
為
は
当
然
有
価
証
券
の
変
造
だ
と
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
有
価

証
券
概
念
と
し
て
可
視
性
・
可
読
性
を
不
要
と
し
た
結
果
、
そ
の
変
造
概
念
に
つ
い
て
も
「
人
が
真
正
な
も
の
だ
と
誤
認
す
る
可
能

性
」
は
要
件
で
は
な
く
、
従
っ
て
外
観
の
変
更
も
不
要
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
蕊
・

一
一
一
以
上
に
対
し
て
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
文
書
と
し
て
の
外
観
と
本
質
的
権
利
内
容
が
化
休
す
る
電
磁
的
記
録
と
が
一
体
と
な
っ

て
有
価
証
券
性
を
取
得
し
て
い
る
と
す
る
見
解
は
、
有
価
証
券
性
の
基
礎
と
し
て
あ
く
ま
で
も
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
と
し
て
の
外
観
」

が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
変
造
概
念
に
つ
い
て
も
外
観
の
変
更
を
要
求
し
、
本
件
の
よ
う
な
場
合

に
は
変
造
性
を
否
定
す
る
の
が
一
貫
し
た
帰
結
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
立
場
に
立
つ
判
例
や
学
説
は
、

外
観
の
変
更
は
必
要
で
な
い
、
あ
る
い
は
、
必
要
だ
と
し
て
も
外
観
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
考
え
方
を
単
独
で
あ
る
い
は

共
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
も
変
造
性
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
外
観
の
変
更
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
の
論
拠
に
つ
い
て
「
『
外
観
』
の
変
更
を
伴
わ
な
い
改
変
と
い
う
も
の
は
、
旧
来

の
各
種
有
価
証
券
で
は
現
実
に
起
こ
り
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
『
変
造
』
と
い
う
概
念
に
な
じ
み
に
く
い
だ
け
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
法
律
上
『
変
造
』
と
い
え
る
た
め
に
は
必
ず
諒
盆
塵
の
変
軍
客
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
。
…
…
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目
に
見
え
な
い
部
分
の
み
を
改
ざ
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
事
実
上
そ
の
価
値
を
変
え
る
こ
と
も
、
ま
さ
に
巧
妙
な
変
造
と
い
え
蘂
」
と

説
明
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
局
、
人
が
誤
信
す
る
可
能
性
は
問
わ
な
い
と
す
る
も
の
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
行
使
概
念
に

つ
い
て
「
機
械
に
対
す
る
行
使
」
を
認
め
る
考
え
と
は
整
合
す
る
も
の
の
、
有
価
証
券
に
文
書
の
外
観
を
要
求
し
て
い
る
前
提
と
は

矛
盾
す
る
考
え
方
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
人
が
誤
信
す
る
可
能
性
を
問
題
と
す
る
立
場
か
ら
は
「
ま
さ
に

一
般
人
を
し
て
真
正
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
誤
信
さ
せ
る
に
足
り
る
程
度
の
改
ざ
ん
か
ど
う
か
が
重
要
」
な
の
で
あ
っ
て
外
観
や
形

（
羽
）

状
の
変
更
が
重
要
な
の
で
は
な
い
と
い
う
説
明
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
人
の
知
覚
に
全
く
訴
え
な
い
と
｝
」
ろ
で
の
変
更
が
人
の

誤
信
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
こ
の
見
解
も
「
誤
信
さ
せ
る
に
足
り
る
程
度
」
の
改
鼠
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
磁
気
情
報
が
度
数
カ
ウ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
間
接
的
に
可
読
的
と
な
る
点
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、

こ
の
限
り
で
次
に
述
べ
る
見
解
と
同
様
に
外
観
の
変
更
を
実
は
問
題
に
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

判
例
の
多
く
は
、
仮
に
変
造
概
念
に
と
っ
て
外
観
の
変
更
が
要
件
で
あ
る
と
し
て
も
本
件
の
よ
う
な
塲
苔
に
は
や
は
り
外
観
の
変

更
が
あ
る
か
ら
変
造
性
を
肯
定
で
き
る
と
い
う
説
明
も
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
こ
の
〔
電
磁
的
記
録
〕
部
分
は
、
カ
ー
ド
を

電
話
機
に
挿
入
す
れ
ば
直
ち
に
電
話
機
の
度
数
カ
ウ
ン
タ
ー
に
表
示
さ
れ
る
の
で
、
人
は
容
易
に
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

権
利
の
行
使
を
す
る
際
に
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
自
然
に
こ
の
表
示
を
見
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
…
…
等
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、

こ
の
磁
気
部
分
の
残
度
数
情
報
も
ま
た
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
『
外
観
』
の
一
部
を
な
す
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
麺
」

か
ら
磁
気
情
報
の
み
の
改
鼠
も
外
観
の
変
更
を
伴
っ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
間
接
的
可
視
性
・
可
読
性
を
有
す
る
限

り
電
磁
的
記
録
に
も
文
書
性
を
認
め
る
前
提
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
が
間
接
的
に
で
あ
れ
見
読
し
う
る
な
ら
そ
れ
も
外
観
に
含
ま

れ
る
と
す
る
の
は
当
然
の
帰
結
と
い
え
蕊
・
文
書
概
念
に
つ
い
て
拡
張
を
認
め
る
見
解
は
、
こ
の
よ
う
に
変
造
概
念
に
つ
い
て
も
必

然
的
に
拡
張
し
て
理
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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有
価
証
券
の
要
件
は
権
莉
暇
作
体
性
の
み
で
あ
る
と
し
て
電
磁
的
記
録
そ
れ
自
体
に
有
価
証
券
性
を
認
め
る
立
場
に
た
て
ば
、
人
が

真
正
な
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
だ
と
誤
認
す
る
よ
う
な
外
観
が
変
造
概
念
に
お
い
て
問
題
と
な
ら
な
い
の
と
同
様
に
、
行
給
俸
概
念
に
つ
い

て
も
行
使
の
相
一
千
万
に
お
け
る
誤
信
の
存
在
は
一
切
問
題
と
は
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
か
ら
は
行
使
の
相
手
方
が
人
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
限
定
は
導
か
れ
ず
、
単
に
電
話
機
の
磁
気
読
み
取
り
装
置
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
麿
薮
情
報
を
読
み
取
ら
せ
通

話
シ
ス
テ
ム
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
行
使
概
念
に
含
ま
れ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
論
者
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、
行
使

と
い
う
の
は
「
『
そ
の
用
法
に
従
っ
て
使
用
す
る
』
（
大
判
明
治
四
四
．
一
一
一
．
三
一
刑
録
一
七
．
四
八
二
参
照
）
と
い
う
こ
と

に
本
来
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
文
書
に
つ
い
て
は
人
に
対
し
て
使
用
す
る
と
き
は
そ
れ
が
真
正
な
も
の
の
よ
う
に
装
う
と
い

（
三
）
行
伸
厩
念
を
め
ぐ
る
議
論

一
仮
に
電
磁
的
記
録
を
改
鼠
し
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
変
造
有
価
証
券
に
あ
た
る
と
し
て
も
、
「
行
使
の
目
的
」
を
も
っ
て
交

付
し
た
の
で
な
け
れ
ば
変
造
有
価
証
券
交
付
罪
は
成
立
し
な
い
。
結
論
と
し
て
同
罪
の
成
立
を
認
め
る
多
く
の
判
例
や
学
説
は
本
件

の
よ
う
に
改
鼠
さ
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
情
を
知
る
他
人
に
売
却
す
る
行
為
に
も
「
行
使
の
目
的
」
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
担
笈
ロ
で
も
、
そ
の
論
拠
を
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
電
話
機
で
の
使
用
行
為
そ
れ
自
体
に
求
め
る
か
否
か
、
さ
ら
に
は

「
機
械
に
対
す
る
行
使
」
と
い
う
概
念
を
認
め
る
か
否
か
に
よ
っ
て
貝
睡
唖
が
分
か
れ
て
い
る
。

二
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
本
来
的
用
法
が
電
話
機
で
の
使
用
で
あ
る
以
上
、
改
鼠
さ
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
交
付
者
に
転
得
者

が
こ
れ
を
電
話
機
で
使
用
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
認
識
が
存
在
す
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
こ
の
観
点
で
「
行
使
の
目

的
」
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
電
話
機
で
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
使
用
行
為
が
行
使
に
あ
た
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
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う
こ
と
を
当
然
含
む
と
い
う
に
過
ぎ
ず
、
機
械
的
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
使
用
す
る
と
き
も
そ
れ
が
そ
の
文
書
の
用
法
で
あ
る
以
上
、

や
は
り
行
使
に
当
た
蕊
」
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
機
械
に
対
す
る
行
使
」
が
仮
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
の
誤
信
の
可
能
性
を
全
く
不
要
と
す
る
立

場
、
い
い
か
え
れ
ば
直
接
的
な
可
視
性
・
可
読
性
は
も
ち
ろ
ん
間
接
的
な
可
視
性
・
可
読
性
す
ら
も
有
価
証
券
概
念
に
要
求
し
な
い

立
場
に
立
っ
て
初
め
て
い
い
う
る
こ
と
で
あ
る
。
判
例
や
学
説
の
中
に
は
、
券
面
の
記
載
部
分
と
裏
面
の
電
磁
的
記
録
部
分
と
の
一

体
性
を
理
由
に
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
の
有
価
証
券
性
を
認
め
る
考
え
方
か
ら
出
発
し
つ
つ
「
機
械
に
対
す
る
行
使
」
を
認
め
よ
う
と
す

る
も
の
が
あ
麺
が
、
こ
れ
は
全
く
奇
妙
な
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
有
価
証

券
概
念
の
基
礎
に
は
拡
張
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
一
応
の
文
書
性
を
要
求
す
る
考
え
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
間

接
的
な
可
視
性
・
可
読
性
を
持
つ
こ
と
が
有
価
証
券
の
条
件
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
変
造
概
念
に
つ
い
て

人
の
誤
信
す
る
可
能
性
が
あ
る
外
観
を
問
題
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
人
の
判
断
作
用
を
全
く
度
外
視
し
た
行

使
概
念
を
と
る
こ
と
は
不
合
理
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
右
で
引
用
し
た
論
者
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
大
審
院
は
か
っ
て
「
偽
造

手
形
ノ
行
使
ハ
手
形
本
来
ノ
効
用
二
従
上
之
ヲ
流
通
二
置
ク
場
合
ノ
ミ
一
一
限
ラ
ス
偽
造
ノ
手
形
ヲ
真
正
ノ
手
形
ト
シ
テ
使
用
ス
ル
コ

ト
ヲ
汎
称
ス
唾
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
判
示
は
、
一
見
、
行
使
の
要
件
と
し
て
相
手
が
人
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
要

求
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
た
め
、
有
価
証
券
概
念
に
つ
い
て
文
書
性
を
全
く
不
要
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
立
場
の
判
例
・

学
説
ま
で
が
こ
の
こ
と
を
論
拠
と
し
て
「
機
械
に
対
す
る
行
使
」
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
大
谷
教
授
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
こ
の
判
決
は
「
『
真
正
ノ
手
形
ト
シ
テ
親
族
一
一
呈
示
セ
シ
ム
ル
』
目
的
を
『
行
使
の
目
的
』
に
当
た
る
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
む
し
ろ
『
行
使
の
目
的
』
は
、
『
流
通
二
置
ク
』
目
的
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
要
し
な
い
と
し
た
点
に
、
判
例
と
し
て

の
意
味
が
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
判
例
は
、
お
よ
そ
文
書
の
行
使
と
は
他
人
を
し
て
真
正
な
も
の
と
誤
信
さ
れ
る
状
態
に
置
く
こ
と
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三
そ
こ
で
判
例
の
中
に
は
、
改
鼠
さ
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
で
電
話
機
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
は
検
知
機
構
を
設
置
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ

（
な
い
し
は
そ
の
担
当
者
）
に
対
し
て
電
話
機
を
通
じ
て
不
真
正
な
カ
ー
ド
を
真
正
な
も
の
の
よ
う
に
装
っ
て
呈
示
し
、
こ
れ
を
信

用
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
判
断
を
誤
ら
せ
た
と
評
価
で
き
る
か
ら
行
使
と
い
え
る
と
し
て
、
「
人
に
対
す
る
行
使
」
の
観
点
で
説
明
し
よ
う

と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
麺
。
し
か
し
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
に
よ
る
通
話
シ
ス
テ
ム
は
完
全
に
自
動
化
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
り
人
の
判
断
作
用
が
介
在
す
る
余
地
は
存
在
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
す
ぎ
な
噸
し
か

も
、
も
し
こ
の
よ
う
な
説
明
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
と
、
自
動
販
売
機
に
金
属
片
を
投
入
し
て
商
品
を
入
手
す
る
と
い
う
従
来
は
一

般
に
窃
盗
と
考
え
ら
れ
て
い
た
行
為
に
つ
い
て
も
自
動
販
売
機
の
設
置
者
を
錯
誤
さ
せ
た
も
の
と
し
て
詐
欺
罪
を
認
め
る
べ
き
こ
と

と
な
り
、
窃
盗
と
詐
欺
の
限
界
に
つ
い
て
根
本
的
な
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
る
麺
・
学
説
に
お
い
て

こ
の
よ
う
な
説
明
方
法
を
採
用
す
る
者
が
い
な
い
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
説
明
が
無
理
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
人
に
対
す
る
行
使
」
の
観
点
か
ら
「
行
使
の
目
的
」
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、

結
局
、
改
鼠
さ
れ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
転
得
者
が
そ
れ
を
真
正
な
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
で
あ
る
と
偽
っ
て
他
人
に
譲
渡
す
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
認
識
が
行
為
者
に
あ
っ
た
の
だ
と
す
る
他
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
判
例
は
こ
の
よ
う
な
認
識
の
存
否
を
問
題
と
し
、
そ
の

を
い
い
（
最
判
昭
和
二
八
、
一
二
、
二
五
裁
集
九
○
・
四
八
七
）
、
し
た
が
っ
て
、
文
書
で
あ
る
有
価
証
券
の
行
使
に
つ
い
て
も
、

真
正
な
有
価
証
券
と
し
て
人
に
認
識
さ
せ
、
ま
た
は
認
識
し
う
る
状
態
に
置
く
行
為
と
し
て
、
人
に
対
す
る
使
用
を
当
然
２
剛
提
に

し
て
き
た
も
の
と
解
さ
れ
麺
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
有
価
証
券
概
念
に
直
接
的
可
視
性
・
可
読
性
を
要
求
す
る
場
苔
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
た
と
え
間
接
的
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
要
求
す
る
立
場
を
出
発
点
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
行
使
概
念
に
は
「
人
を
誤
信

さ
せ
る
」
と
い
う
要
素
が
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
機
械
に
対
す
る
行
使
」
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
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（
四
）
小
括

一
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
有
価
証
券
と
は
直
接
的
可
』
視
性
・
可
読
性
を
も
っ
た
文

書
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
立
場
に
立
て
ば
、
電
磁
的
記
録
部
分
に
権
利
が
化
体
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
有
価
証
券

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
で
に
こ
れ
の
み
で
変
造
有
価
証
券
交
付
罪
の
成
立
は
否
定
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
一
直
接
的
可

視
性
・
可
読
性
の
な
い
部
分
で
の
改
鼠
は
外
観
変
更
を
伴
わ
な
い
か
ら
変
造
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
改
鼠
カ
ー
ド
を
行
使
し

た
と
い
い
う
る
の
は
対
人
的
使
用
の
塲
苔
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
有
価
証
券
概
念
に
た
と
え
間
接
的
な
意
味
で
も
可
頑
佳
・

可
読
性
を
要
求
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
電
磁
的
記
録
部
分
の
有
価
証
券
性
が
肯
定
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
改
鼠
は
変
造
で
あ

り
対
物
的
使
用
も
行
使
と
い
い
う
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
は
そ
れ
な
り
に
一
貫
し
た
論
理
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
多

く
の
判
例
や
学
説
は
券
面
の
記
載
部
分
と
電
磁
的
記
録
部
分
と
が
一
体
と
な
っ
て
有
価
証
券
性
を
取
得
す
る
と
い
う
立
場
を
と
り
つ

つ
、
変
造
概
念
に
外
観
変
更
は
全
く
不
要
で
あ
る
と
し
対
》
物
的
使
用
も
行
使
に
当
た
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
一
貫
し
な
い
議
論
で
あ

る
。
こ
の
立
場
は
有
価
証
券
穰
念
に
少
な
く
と
も
間
接
的
可
視
性
・
可
読
性
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
前
提
と
す

ほ
と
ん
ど
が
肯
定
的
な
判
断
を
示
し
痙
・
ま
た
、
学
説
に
お
い
て
も
、
不
正
な
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
大
量
に
作
成
し
た
本
件
の
よ
う

な
場
合
に
は
他
人
に
真
正
な
も
の
と
し
て
売
却
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
等
の
理
由
で
肯
定
的
意
見
を
述
べ
る
者
が
い
麺
。

し
か
し
外
観
か
ら
う
か
が
え
る
定
価
よ
り
は
る
か
に
高
額
で
取
引
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
真
正
な
テ
レ
ホ

ン
ヵ
ー
ド
と
し
て
譲
渡
さ
れ
る
可
能
性
を
行
為
者
が
抱
い
て
い
た
と
い
い
う
る
か
は
か
な
り
微
妙
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
東
京

地
判
平
成
元
年
九
月
二
八
日
は
こ
の
点
を
否
定
し
て
無
罪
を
言
い
渡
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
事
実
認
定
の
問
題
に
帰
す
ろ

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
認
識
の
存
否
を
一
般
的
な
形
で
肯
定
ま
た
は
否
定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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る
な
ら
変
造
概
念
に
も
何
ら
か
の
外
観
変
更
が
要
求
さ
れ
、
行
砧
厩
念
も
対
人
的
使
用
に
限
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
高
裁
決
定
は

特
に
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
変
造
・
行
使
を
認
め
た
の
で
、
こ
の
点
で
の
判
例
の
混
乱
は
な
お
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

二
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
主
張
を
整
理
す
る
と
、
そ
れ
は
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
す
で
に
対
立
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
価
証
券
と
は
文
書
で
あ
る
べ
き
か
否
か
、
文
書
で
あ
る
べ
き
だ
と
し
て
も
そ
れ
は
直
接

的
な
可
唱
硯
性
・
可
読
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か
と
い
う
点
が
問
題
と
さ
れ
、
こ
れ
へ
の
解
答
が
有
価
証
券
激

念
の
み
な
ら
ず
変
造
概
念
、
行
使
概
念
を
論
理
的
に
決
定
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
は
、
以
上
で
も
た
び
た
び
触
れ

て
き
た
よ
う
に
、
電
磁
的
記
録
の
不
正
作
》
出
等
を
文
憲
厚
偽
造
罪
と
は
別
に
処
罰
す
る
新
規
定
を
設
け
つ
つ
直
仙
証
券
偽
造
罪
等
に
は

そ
の
よ
う
な
捨
祷
」
を
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
昭
和
六
二
年
の
刑
法
一
部
改
正
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
、
さ
ら
に
は
文
書
偽
造
罪
と

有
価
証
券
偽
造
罪
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
必
然
的
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
次
に
は
こ
の
よ
う
な
点
が
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
９
）
た
と
え
ば
、
岡
田
雄
一
・
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
六
巻
一
九
二
頁
を
参
照
。

（
、
）
か
っ
て
の
大
審
院
判
例
に
は
流
通
性
を
要
求
す
る
立
場
か
ら
勝
馬
投
票
券
に
つ
き
有
価
証
券
性
を
否
定
し
た
も
の
が
あ
っ
た
（
大
判
昭
和

九
年
一
一
一
月
三
一
日
刊
集
一
三
巻
一
一
一
六
二
頁
）
が
、
そ
の
後
の
段
高
裁
や
下
級
審
の
判
例
は
流
通
性
を
不
要
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

注

（
７
）

（
８
）

頁
。

大
判
明
治
四
二
年
三
月
一
六
日
刑
録
一
五
輯
二
六
一
頁
。

最
判
昭
和
三
二
年
七
月
二
五
日
刑
集
一
一
巻
七
号
二
○
三
七
頁
。
同
旨
、
最
判
昭
和
三
四
年
一
二
月
四
日
刑
集
一
三
巻
一
二
号
一
一
一
一
二
七
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グー、／■、〆■、

１９１８１７
、＝、.ノ、.ゾ

ろ
。
通
説
も
、
刑
法
上
の
有
価
証
券
概
念
に
と
っ
て
流
通
性
は
（
商
法
上
の
そ
れ
と
異
な
り
）
本
質
的
要
素
で
は
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、

流
通
性
を
問
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

（
ｕ
）
山
口
・
法
学
教
室
一
一
一
号
二
一
頁
、
同
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
一
号
五
四
頁
、
川
端
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
二
二
号
一
一
五
頁
。

（
、
）
公
刊
物
未
搭
載
で
あ
る
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
千
葉
地
判
平
成
二
年
二
月
二
二
日
も
同
一
の
裁
判
長
に
よ
る
無
罪
判
決
で
あ
る
の
で
、

お
そ
ら
く
そ
の
理
由
づ
け
は
同
じ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
週
）
古
田
・
研
修
四
九
五
号
四
二
頁
。
同
旨
の
も
の
に
額
田
六
郎
「
日
本
中
央
競
馬
会
の
発
行
す
る
勝
馬
投
票
券
の
裏
面
に
印
磁
さ
れ
た
組
合

せ
番
号
等
の
磁
気
記
録
を
改
変
し
、
こ
れ
を
現
金
自
動
払
戻
機
に
挿
入
し
た
行
為
に
つ
き
、
刑
法
第
一
六
一
条
ノ
ー
第
一
項
、
第
三
項
の
私

電
磁
的
記
録
不
正
作
出
・
同
供
用
罪
の
成
立
を
認
め
た
事
例
」
警
察
学
論
集
四
二
巻
九
号
一
四
五
頁
以
下
（
特
に
一
五
三
頁
以
下
）
が
あ
る
。

（
ｕ
）
山
口
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
一
号
五
七
頁
。

（
焔
）
古
田
・
研
修
四
九
五
号
五
○
頁
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
こ
の
帰
結
を
認
め
て
い
る
。

（
肥
）
行
使
性
を
否
定
し
て
結
論
に
お
い
て
は
無
罪
と
し
た
東
京
地
判
平
成
元
年
九
月
二
八
日
も
、
有
価
証
券
性
の
点
に
つ
い
て
は
こ
の
見
解
に

従
っ
て
肯
定
し
て
い
る
。
学
説
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
も
の
と
し
て
は
、
大
谷
・
研
修
四
九
九
号
二
一
頁
以
下
、
宮
澤
Ⅱ
平
良

木
Ⅱ
島
岡
。
判
例
時
報
一
三
四
九
号
一
六
九
頁
、
前
田
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
二
三
号
八
四
頁
以
下
、
角
田
・
Ｎ
Ｂ
Ｌ
四
六
九
号
二
九
頁
以
下
、

同
。
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
一
号
五
八
頁
以
下
、
三
浦
・
捜
査
研
究
四
五
七
号
二
一
頁
以
下
、
岩
橋
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
八
号
五
三
頁

以
下
な
ど
が
あ
る
。

大
谷
・
研
究
四
九
九
号
二
二
頁
を
参
照
。

山
口
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
一
号
五
三
頁
を
参
照
。

た
と
え
ば
団
藤
璽
光
「
刑
法
綱
要
各
論
」
（
第
三
版
）
（
一
九
九
○
年
）
二
六
二
頁
を
参
照
。
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（
型
）
東
京
地
判
平
成
元
年
八
月
八
日
判
例
時
報
一
三
一
九
一
六
○
頁
以
下
。

（
お
）
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
電
話
機
の
度
数
カ
ウ
ン
タ
ー
に
表
示
さ
れ
る
数
字
（
た
と
え
ば
９
９
８
）
も
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
外
観
の
一
部

で
あ
る
と
解
す
る
と
、
カ
ー
ド
面
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
度
数
表
示
の
数
字
（
た
と
え
ば
５
０
）
と
の
間
で
「
外
観
上
の
矛
盾
」
が
発
生
す
る

こ
と
に
な
り
、
｜
般
人
が
真
正
な
カ
ー
ド
だ
と
誤
信
す
る
程
度
の
外
観
は
も
は
や
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
も

し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
変
造
概
念
に
従
っ
た
と
し
て
も
変
造
性
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
判
例
は
、

人
は
印
刷
部
分
よ
り
も
電
話
機
の
度
数
カ
ウ
ン
タ
ー
上
の
数
字
を
信
頼
し
て
印
刷
部
分
の
度
数
表
示
を
無
視
な
い
し
看
過
す
る
の
が
通
例
で

あ
る
か
ら
、
真
正
な
カ
ー
ド
だ
と
誤
信
す
る
者
も
か
な
り
い
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
憤
は
変
造
性
を
肯
定
す
る
こ
と
の
支
障

と
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

（
妬
）
古
田
・
研
修
四
九
五
号
四
九
頁
。

（
幻
）
前
田
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
二
三
号
八
七
頁
、
角
田
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
一
号
六
二
頁
、
宮
沢
Ⅱ
平
良
木
Ⅱ
島
岡
・
判
例
時
報
一
一
一
一
四

九
号
一
六
八
頁
以
下
、
三
浦
・
捜
査
研
究
四
五
七
号
一
一
一
一
頁
、
岩
橋
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
八
号
五
五
頁
以
下
な
ど
。
判
例
も
、
東
京
地

判
平
成
元
年
八
月
八
日
、
東
京
地
判
平
成
元
年
一
○
月
三
○
日
、
東
京
高
判
平
成
二
年
七
月
二
四
日
、
東
京
高
判
平
成
二
年
一
一
月
二
八
日

（
鋼
）
大
谷
・
研
修
四
九
九
号
二
五
頁
。
同
旨
の
も
の
に
角
田
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
一
号
六
○
頁
、
岩
橋
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
八
号
五

グ■、グー、グー、

２２２１２０
、、ジ、．'、ロゴ

あ
る
。

五
頁
な
ど
が
あ
る
。

山
口
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
一
号
五
三
頁
。

古
田
・
研
修
四
九
五
号
四
六
頁
以
下
。

東
京
地
判
平
成
元
年
八
月
八
日
判
例
時
報
一
三
一
九
号
一
六
○
頁
。
同
旨
の
学
説
と
し
て
、
前
田
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
二
三
号
八
六
頁
が
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（
｜
）
昭
和
六
二
年
の
刑
法
一
部
改
正
と
有
価
証
券
概
念

一
電
磁
的
記
録
は
、
そ
れ
が
社
会
で
果
た
す
証
明
機
能
と
い
う
点
で
は
「
文
書
」
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
人
間
の
五
感
の
作
用
で
は
記
録
の
存
在
や
状
態
を
直
接
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
庄
磐
道
譲
人
を
観
念
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
そ
の
文
書
怪
に
疑
い
が
持
た
れ
、
そ
の
桔
呆
電
磁
的
記
録
を
不
正
に
作
成
し
た
り
変
更
し

た
り
す
る
明
ら
か
に
取
締
り
の
必
要
が
あ
る
行
為
を
文
書
偽
造
罪
等
に
よ
り
処
罰
す
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
て
い
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
」
称
的
な
文
書
概
念
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
学
説
が
電
磁
的
記
録
は
直
接
的
な
可
』
祝
性
。

な
ど
多
数
が
こ
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
。

（
路
）
大
判
明
治
四
四
年
三
月
三
一
日
刑
録
一
七
巻
四
八
二
頁
。

（
羽
）
大
谷
・
研
修
四
九
九
号
二
六
頁
以
下
。

（
釦
）
千
葉
地
判
平
成
元
年
一
○
月
一
二
日
、
東
京
地
判
平
成
元
年
一
○
月
一
一
一
○
日
、
東
京
高
判
平
成
二
年
六
月
二
五
日
、
東
京
高
判
平
成
二
年

七
月
二
四
日
、
璽
辰
高
判
平
成
二
年
一
一
月
二
八
日
な
ど
。

（
狐
）
山
口
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
一
号
五
五
頁
、
岩
橋
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
八
号
五
六
頁
な
ど
を
参
照
。

（
釦
）
山
中
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
三
八
号
一
三
一
頁
、
岩
橋
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
八
号
五
六
頁
な
ど
を
参
照
。

（
鋼
）
東
京
地
判
平
成
元
年
八
月
八
日
、
東
京
地
判
平
成
元
年
一
○
月
三
○
日
な
ど
。

（
鰹
）
山
口
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
一
号
五
五
頁
、
大
谷
・
研
修
四
九
九
号
二
八
頁
を
参
照
。

四
有
価
証
券
の
文
書
性
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可
読
性
を
有
し
な
い
か
ら
文
書
と
は
い
え
な
い
と
し
て
文
書
偽
造
罪
等
の
適
用
を
拒
否
し
た
の
に
対
し
、
電
磁
的
記
録
も
表
示
装
置

を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
可
読
的
と
な
る
以
上
文
書
に
含
め
う
る
と
す
る
「
拡
張
さ
れ
た
文
書
概
念
」
を
と
る
学
説
は
文

書
偽
造
罪
等
の
適
用
を
認
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
実
務
に
お
い
て
も
こ
の
点
で
必
ず
し
も
統
一
的
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
と

は
い
え
な
か
っ
た
の
で
あ
蕊
・

こ
の
よ
う
な
混
乱
し
た
状
況
を
立
法
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六
一
一
年
の
刑
法
一
部
改
正
で
は
刑
法
典
中
に
い

く
つ
か
の
新
規
定
が
設
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
既
存
の
条
文
を
修
正
す
る
と
い
う
措
置
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
の
中
で
も
、
総

則
部
分
に
「
本
法
二
於
テ
電
磁
的
記
録
ト
称
ス
ル
ハ
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
其
他
人
ノ
知
覚
ヲ
以
テ
認
識
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル

方
式
ニ
依
り
作
ラ
ル
ル
記
録
一
一
シ
テ
電
子
計
算
機
二
依
ル
情
報
処
理
ノ
用
二
供
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ヲ
請
う
」
と
す
る
電
磁
的
記
録
の
定

義
規
定
（
七
条
ノ
ー
）
が
置
か
れ
た
こ
と
と
、
「
第
十
七
章
文
書
偽
造
ノ
罪
」
に
「
人
ノ
事
務
処
理
ヲ
誤
ラ
シ
ム
ル
目
的
ヲ
以
テ

其
事
務
処
理
ノ
用
二
供
ス
ル
権
利
、
義
務
又
ハ
事
実
証
明
二
関
ス
ル
電
磁
的
記
録
ヲ
不
正
二
作
リ
タ
ル
者
ハ
五
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ

千
円
以
下
ノ
罰
金
二
処
ス
」
と
す
る
私
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
（
’
六
一
条
ノ
ー
第
一
項
）
、
「
前
項
ノ
罪
公
務
所
又
ハ
公
務
員

―
―
依
り
作
ラ
ル
可
キ
電
磁
的
記
録
二
係
ル
ト
キ
ハ
十
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
ニ
千
円
以
下
ノ
罰
金
二
処
ス
」
と
す
る
公
電
磁
的
記
録
不

正
作
出
罪
（
同
第
二
項
）
、
「
不
正
二
作
ラ
ル
レ
タ
ル
権
利
、
義
務
又
ハ
事
実
証
明
二
関
ス
ル
電
磁
的
記
録
ヲ
第
一
項
ノ
目
的
ヲ
以

テ
人
ノ
事
務
処
理
ノ
用
二
供
シ
タ
ル
者
ハ
其
電
磁
的
記
録
ヲ
不
正
二
作
リ
タ
ル
者
ト
同
一
ノ
刑
二
処
ス
」
と
す
る
不
正
作
出
電
磁
的

記
録
供
用
罪
（
同
第
三
項
）
な
ど
が
置
か
れ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
問
題
に
と
っ
て
さ
し
あ
た
り
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
規
定

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
文
書
偽
造
・
行
使
罪
に
い
う
「
文
書
」
と
は
電
磁
的
記
録
を
含
ま
な
い
こ
と
が
、
言

い
換
え
る
な
ら
そ
れ
は
直
接
的
な
可
視
性
・
可
読
性
を
有
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
立
法
的
手
当
は
「
第
十
八
章
有
価
証
券
偽
造
ノ
罪
」
に
つ
い
て
は
何
ら
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
つ
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た
。
立
案
当
時
の
審
議
に
お
い
て
は
「
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
等
の
プ
リ
ペ
イ
ド
・
カ
ー
ド
等
の
出
現
等
を
踏
ま
え
、
刑
法
第
一
八
章
の

有
価
証
券
偽
造
の
罪
に
つ
い
て
も
手
直
し
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
な
さ
れ
極
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
結
果
的
に
は
そ
れ
が
見

送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
立
法
当
時
「
プ
リ
ペ
イ
ド
・
カ
ー
ド
の
よ
う
な
樵
慧
型
の
も
の
は
と
も
か
く
、
い
わ
ゆ

る
備
付
型
の
電
磁
的
記
録
に
よ
り
罎
利
の
整
繕
等
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
ま
で
有
価
証
券
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
私
法
上
も

閏
題
が
あ
り
、
両
者
を
含
め
て
電
磁
的
記
録
一
般
に
つ
い
て
有
価
証
券
と
し
て
取
り
扱
う
と
こ
ろ
ま
で
は
拳
懸
鰄
が
煮
詰
ま
っ
て
い
な

い
段
階
に
あ
っ
麺
」
こ
と
、
有
価
証
券
偽
造
罪
に
も
文
書
偽
造
罪
と
同
様
の
手
虫
］
を
す
る
に
は
宣
価
証
券
性
を
有
す
る
電
磁
的
記
録

の
定
義
な
ど
の
点
に
お
い
て
立
法
技
術
的
に
種
々
の
閑
露
が
伴
っ
た
こ
蝿
が
拳
坪
〉
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
立
案
省
時
の
閏
慌
者
が
電

磁
的
記
録
の
有
価
証
塞
遜
」
を
一
般
的
に
一
台
定
す
る
考
え
で
は
な
か
つ
極
」
と
い
う
指
摘
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
鐸
羅
を
踏

ま
え
て
、
多
く
の
論
者
は
有
価
証
券
の
文
書
径
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
解
釈
に
委
ね
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
し
、
有
価
証
券
と
は

直
接
的
な
可
視
性
・
可
読
性
を
持
っ
た
文
書
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
主
張
す
る
。
い
わ
ば
、
改
正
前
に
亡
曇
冨
偽
造
罪
の
ウ
傘
實
性
に
つ

い
て
行
わ
れ
て
い
た
塞
選
躯
が
、
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル
な
形
で
こ
こ
で
復
活
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
仮
に
右
枯
証
券
に
つ
い

て
の
立
法
的
手
当
が
見
送
ら
れ
た
事
情
・
背
景
が
前
述
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
電
磁
的
記
録
に
有
価

証
券
畦
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
と
な
る
も
の
で
も
な
い
。
直
接
的
可
読
性
を
欠
く
も
の
も
有
価
証
券
に
あ
た
る
か

ど
う
か
は
、
や
は
り
有
価
証
券
に
つ
い
て
手
当
の
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
現
（
灯
法
を
前
提
と
し
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
り
、
他
の
条
文
と
り
わ
け
文
書
偽
造
罪
と
の
関
係
か
ら
論
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
問
題
は
依
然
と

し
て
躍
秋
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
文
書
偽
造
罪
と
有
価
証
券
偽
造
罪
の
関
係
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二
文
書
偽
造
罪
と
有
価
証
券
偽
造
罪
の
関
係
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
両
罪
の
保
護
法
益
の
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

か
と
い
う
観
点
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
し
た
よ
う
な
一
般
法
・
特
別
法
の
関
係
を
保
護
法
益
の
観

点
で
説
明
す
る
と
す
れ
ば
、
一
方
（
特
別
法
）
の
保
護
法
益
が
他
方
二
股
法
）
の
保
謹
法
益
を
包
含
し
て
い
る
よ
う
な
刑
罰
法
規

の
関
係
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
一
般
に
特
別
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
普
通
殺
人
罪

（
一
九
九
条
）
と
尊
属
殺
人
罪
（
一
一
○
○
条
）
、
強
制
狼
褒
罪
（
一
七
六
条
）
と
強
姦
罪
（
一
七
七
条
）
、
窃
盗
罪
（
二
三
五
条
）

強
盗
罪
（
二
三
六
条
）
な
ど
に
お
い
て
、
前
者
の
保
護
法
益
で
あ
る
「
人
の
生
命
」
「
性
的
な
自
由
」
「
財
産
権
」
が
そ
れ
ぞ
れ
後

者
の
保
護
法
益
に
包
含
さ
れ
て
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
も
し
文
書
偽
造
罪
と
有
価

一
有
価
証
券
種
念
に
全
く
文
書
性
を
一
睾
求
し
な
い
考
え
も
、
文
書
催
を
要
求
す
る
が
そ
れ
は
間
接
的
に
可
読
な
も
の
で
あ
れ
ば

足
り
る
と
す
る
考
え
も
、
昭
和
六
二
年
の
刑
法
一
部
改
正
に
よ
る
「
文
書
」
と
「
電
磁
的
記
録
」
と
の
峻
別
が
有
価
証
券
偽
造
罪
に

は
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
文
書
偽
造
罪
と
有
価
証
券
偽
造
罪
と
の
間
に
一
》
騨
法
・
特

別
法
と
い
う
特
別
関
係
が
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
を
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
特
別
関
係
と
は

「
両
法
規
が
同
一
の
構
成
要
件
を
包
含
し
て
お
り
、
そ
の
一
方
（
特
別
法
）
が
よ
り
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
他
の
法
規
（
一

般
法
）
に
対
し
特
坏
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
関
蝿
」
で
あ
る
か
ら
、
も
し
両
者
の
間
に
そ
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
と
す
る
と
、

有
価
証
券
偽
造
罪
に
お
け
る
「
有
価
証
券
こ
は
文
書
偽
造
罪
に
お
け
る
「
文
書
」
を
横
塵
要
件
的
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
「
文
書
」
の
下
鍋
位
概
念
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、
上
付
厩
念
で
あ
る
「
文
書
」
に
つ
い
て
そ

れ
が
直
接
的
な
可
晴
視
性
・
可
読
性
を
有
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
以
上
、
そ
の
よ
う
な
改
正
の
趣
旨
は
下
位
の
概
念
で

あ
る
「
有
価
証
券
こ
に
つ
い
て
も
当
然
に
及
び
、
有
価
証
券
も
直
穰
的
に
可
読
な
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ

る
□
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証
券
偽
造
罪
と
の
間
に
お
い
て
保
護
法
益
の
点
で
こ
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
両
罪
は
特
別
関
係
に
あ
る
と
す
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
両
罪
の
保
護
法
益
が
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
間
に
特
別
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
文
書
偽
造
罪
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
こ
に
い
う
「
文
書
」
が
す
で
に
直
接
的
な
可
晤
碑
性
・
可
読
性
を
有
す

る
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
以
上
、
同
罪
が
保
護
し
よ
う
と
す
る
の
が
人
の
文
書
に
対
す
る
信
用
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
問
題
は
、
む
し
ろ
有
価
証
券
偽
造
罪
の
保
護
法
益
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
か
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三
有
価
証
券
偽
造
罪
は
、
経
済
取
引
の
確
実
性
を
担
保
す
る
手
段
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
有
価
証
券
に
対
す
る
公
共
の

信
頼
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
毎
征
釆
の
一
般
的
な
理
解
で
あ
っ
麺
。
こ
の
よ
う
に
同
罪
の
保
護
法
益
が
有
価
証
券
に
対

す
る
人
の
信
用
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
罪
は
文
書
偽
造
罪
の
特
別
法
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
理

解
か
ら
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
必
然
的
に
有
価
証
券
に
つ
い
て
も
直
接
的
可
視
性
・
可
読
性
を
要
求
す
る
考
え
に
至
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
意
味
で
、
有
価
証
券
概
念
に
一
直
接
的
可
』
視
性
・
可
読
性
を
要
求
す
る
論
者
が
、
有
価
証
券
偽
造
罪
の
保
護
法
益
を
有
価

（
躯
）

証
券
に
対
す
る
人
の
信
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
｝
」
と
は
論
理
一
貫
し
て
い
る
。
他
方
、
有
価
証
券
に
全
く
文
書
怪
を
不
要
と
す
る
立

場
か
ら
は
有
価
証
券
偽
造
罪
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
仮
に
、
有
価
証
券
に
関
す
る
罪
の
保

護
法
益
が
文
書
と
同
様
本
来
は
専
ら
人
に
対
す
る
関
係
で
の
公
共
的
信
用
の
問
題
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
が
誤
診
す
る
可
能
性
が
ま
っ

た
く
な
け
れ
ば
、
偽
造
、
変
造
の
罪
は
成
立
し
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
事
務
処
理
に
用
い

る
電
磁
的
記
録
の
不
正
作
出
等
に
つ
い
て
の
保
護
法
益
は
、
電
磁
的
記
録
が
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
中
で
人
の
認
識
を
介
さ
ず
に
証
明
作

用
等
を
発
揮
し
得
る
と
い
う
性
質
上
、
こ
れ
が
用
い
ら
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
し
て
そ
の
中
で
こ
れ
に
適
合
し
、

し
た
が
っ
て
真
正
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
否
か
で
そ
の
公
共
的
信
用
が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
記
の
改
正

の
際
の
立
法
過
程
で
承
認
さ
れ
て
い
る
前
提
で
あ
っ
て
（
米
澤
慶
治
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
」
八
○
～
八
二
頁
参
照
）
、
特
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定
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
こ
れ
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
、
公
共
的
信
用
を
害
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問
題
は
な

く
、
こ
の
こ
と
は
電
磁
的
記
録
部
分
が
権
利
を
化
体
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
有
価
証
券
に
つ
い
て
も
同
様
で
錘
」
る
。
こ
こ
に
は
、

有
価
証
券
偽
造
罪
の
保
護
法
益
は
有
価
証
券
制
度
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
証
券
に
対
す
る
一
般
人
の
信
用
は
当
該
制
度
が
適
正
に

運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
反
射
的
副
次
的
に
保
謹
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
す
る
理
解
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解

は
、
文
書
偽
造
罪
の
保
謹
法
益
に
つ
い
て
の
前
述
の
よ
う
な
理
解
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
両
罪
の
保

謹
法
益
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
確
か
に
そ
こ
に
特
別
関
係
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
有
価
証

券
偽
造
罪
の
保
謹
法
益
が
有
価
証
券
制
度
の
維
持
に
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
か
ら
有
価
証
券
の
文
書
性
は
問
わ
な
い
と
す
る
考
え

に
至
る
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
間
接
的
に
可
視
性
・
可
読
性
を
持
つ
も
の
は
有
価
証
券
た
り
う
る
と
す
る

立
場
に
は
以
上
の
よ
う
な
論
理
的
一
貫
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
間
接
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
に
せ
よ
と

に
か
く
も
人
の
認
識
に
訴
え
る
性
質
を
有
価
証
券
概
念
に
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
有
価
証
券
偽
造
罪
の
保
護
法
益
は
端
的
に
証
券
に

対
す
る
一
般
人
の
信
頼
で
あ
る
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
も
ま
た
有
価
証
券
制
度
の
維
持
と
同
時
に
保
謹
法
益
と
な
っ
て
い
る
と

し
て
こ
の
関
係
か
ら
有
価
証
券
に
は
文
書
と
し
て
の
外
観
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
説
明
す
る
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

有
価
証
券
偽
造
罪
の
保
謹
法
益
に
少
な
く
と
も
証
券
に
対
す
る
人
の
信
頼
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
文

書
偽
造
罪
の
保
護
法
益
が
有
価
証
券
偽
造
罪
の
保
謹
法
益
に
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
両
罪

の
関
係
は
や
は
り
一
般
法
・
特
別
法
の
関
係
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
有
価
証
券
に
求
め
ら
れ
る
文

書
性
は
間
接
的
に
可
読
な
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
文
書
偽
造
罪
の
場
合
と
同
様
に
、
直
接
的
な
可
視
性
・

可
読
性
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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（
錨
）
当
時
の
判
例
・
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
米
潔
編
『
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
』
九
一
頁
注
（
１
）
に
簡
潔
な
紹
介
が
あ
る
。
こ
の
論

点
に
関
し
て
は
、
但
木
敬
一
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
文
瞥
偽
造
罪
の
成
否
」
研
修
四
○
八
号
二
九
八
二
年
）
五
四
頁
以
下
、
板
倉
宏

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
私
文
書
偽
造
罪
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
三
五
巻
一
二
号
（
一
九
八
二
年
）
二
七
頁
以
下
、
中
森
喜
彦
「
電
磁
的
記
録
物

の
文
瞥
性
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
○
八
号
二
九
八
三
年
）
七
頁
、
西
田
典
之
「
Ｄ
Ｃ
カ
ー
ド
の
偽
造
と
窃
盗
罪
」
法
学
教
室
四
八
号
二
九

八
四
年
）
八
八
頁
、
山
口
厚
「
電
磁
的
記
録
物
の
刑
法
に
よ
る
保
謹
」
法
学
教
室
五
一
号
二
九
八
四
年
）
八
四
頁
以
下
、
大
越
義
久
「
電

磁
的
記
録
物
の
文
齊
性
」
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
（
第
二
版
）
二
九
八
四
年
）
’
八
○
頁
以
下
、
大
谷
實
「
電
磁
的
記
録
物
の
文
寶
性
」

刑
法
の
争
点
（
新
版
）
二
九
八
七
年
）
二
○
三
頁
以
下
な
ど
、
非
常
に
多
数
の
文
献
が
あ
る
。

（
鍋
）
餌
田
・
警
察
学
論
集
四
二
巻
九
号
一
五
九
頁
注
（
ｍ
）
。

（
訂
）
観
田
・
警
察
学
論
集
四
二
巻
九
号
一
五
九
頁
注
（
、
）
。
同
旨
の
指
摘
は
古
田
・
研
修
四
九
五
号
四
九
頁
注
（
２
）
、
角
田
・
Ｎ
Ｂ
Ｌ
四
六

九
号
三
四
頁
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
犯
）
角
田
・
Ｎ
Ｂ
Ｌ
四
六
九
号
三
四
頁
を
参
照
。

（
調
）
古
田
・
研
修
四
九
五
号
四
九
頁
注
（
２
）
。

（
㈹
）
高
田
卓
爾
。
注
釈
刑
法
（
２
）
の
Ⅱ
二
九
六
九
年
）
五
五
七
頁
。

（
虹
）
藤
木
英
雄
・
注
釈
刑
法
（
４
）
二
九
六
五
年
）
一
八
五
頁
、
岡
田
・
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
六
巻
一
八
七
頁
な
ど
を
参
照
・

（
⑫
）
山
口
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
一
号
五
六
頁
を
参
照
。

（
蝿
）
古
田
・
研
修
四
九
五
号
四
六
頁
以
下
。

〆■、

３５注
邑三
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不
正
に
度
数
情
報
を
増
加
さ
せ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
行
為
が
反
粁
鐘
雪
的
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
へ
有
価
証
券
を
伝
統
的
な
文
曇
畠
概
念
で
理
解
す
る
と
こ
の
よ
う
な
行
為
を
不
処
罰
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
有
価
証
券
が
全
く
文
書
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
す
れ
ば
処
罰
は
可
能
と
な
る
が
、
反
面
、
そ
の
よ
う
な
有
価
証
券
概

念
は
従
来
の
理
解
と
は
余
り
に
も
掛
け
離
れ
て
し
ま
う
。
多
く
の
判
例
や
学
説
が
有
価
証
券
は
間
接
的
に
可
読
な
も
の
で
あ
れ
ば
足

り
る
と
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
「
不
都
合
」
を
意
識
し
中
間
的
な
と
こ
ろ
で
妥
当
な
解
決
を
目
指
そ
う
と
し
た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
以
上
で
見
た
よ
う
に
、
最
高
裁
も
是
認
し
た
こ
の
よ
う
な
解
弗
堅
々
法
は
、
昭
和
六
二
年
の
改
正
に
よ
っ
て
文
書
偽
造
罪
で

は
伝
統
的
な
文
書
概
念
が
妥
当
す
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
時
鈩
点
で
す
で
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
←
打
法
を

前
提
と
す
る
な
ら
有
価
証
券
は
直
接
的
可
』
硯
性
・
可
読
性
の
あ
る
文
書
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
財
産
上
の
権

利
が
“
化
体
さ
れ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
指
す
と
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
よ
り
他
に
道
は
な
い
の
で
あ
る
。

も
し
後
者
を
選
べ
ば
、
確
か
に
本
件
の
よ
う
な
担
五
ロ
を
変
造
有
価
証
券
交
付
罪
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
同
時

に
、
こ
の
よ
う
な
有
価
証
券
概
念
に
よ
る
処
罰
の
範
囲
は
、
客
体
が
文
書
及
び
電
磁
的
記
録
に
限
ら
れ
て
い
る
「
第
十
七
章
文
誓

偽
造
ノ
罪
」
の
処
罰
範
囲
に
比
べ
て
著
し
く
広
い
も
の
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
権
利
を
化
体
す
る
手
段
に

限
定
が
な
い
以
上
は
貸
し
金
庫
の
鍵
で
あ
っ
て
も
有
価
証
券
と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
茜
呆
、
無
権
限
に
合
鍵
を
作
る

こ
と
も
有
価
証
券
偽
造
罪
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
解
釈
が
取
り
え
な
い
と
す
れ
ば
、
や

は
り
有
価
証
券
は
直
接
的
可
視
性
・
可
読
性
を
も
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
は

五
お
わ
り
に
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本
件
を
無
罪
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
昭
和
六
二
年
の
改
正
案
の
審
議
の
際
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
等
の
有
価
証
券
性
が
議
論

の
俎
上
に
上
り
な
が
ら
も
敢
え
て
有
価
証
券
偽
造
罪
等
に
つ
い
て
の
改
正
を
見
送
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
有
価
証
券
の
関
係
で
は
処
罰
し
な
い
こ
と
に
し
た
の
だ
と
考
え
る
の
が
む
し
ろ
常
識
的
で

あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
件
に
つ
い
て
変
造
有
価
証
券
交
付
罪
の
成
立
が
な
い
と
す
る
こ
と
は
鰭
郁
》
不
合
理
で
あ
る
と
も
思
わ

れ
な
い
。
処
罰
の
間
隙
と
い
う
不
郡
答
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
不
正
作
出
電
磁
的
記
録
の
交
付
行
為
を
罰
す
る
規
定
を
置
か

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
の
立
法
の
不
備
を
是
正
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。


